
市内の小中学校で「ハッピーウェンズデー」を設定しています。

ハッピーウェンズデーとは

週の真ん中の水曜日に

下校時刻を早めて

放課後の時間を確保

児童生徒…心身のリフレッシュ

主体的な学習・活動時間

教員…勤務時間内に充実した教材研究

有効な時間活用ができるようにします

具体的な下校時刻や工夫の仕方は学校ごと

小学校の例…１学期 集中期間 → 毎週５時限で授業を打ち切り

中学校の例…朝学習、清掃、部活動 なし → 通常より２時間以上早く下校

年間の授業時数を確保したうえで、

柔軟な工夫が可能となるよう

今年度、夏季休業の３日間短縮 を試行

部活動と違う
スポーツ

じっくりピアノの
練習

友だちと思いっきり
外遊び

「分かる」授業めざして
もう一工夫

教員

児童
生徒

小テストを採点して
苦手ポイントを明確に


